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Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

(1) 家庭・職場・地域にお
ける慣行の見直しと啓発活
動の充実

(1) 家庭・職場・地域にお
ける慣行の見直しと啓発活
動の充実

(1) 家庭・職場・地域にお
ける慣行の見直しと啓発活
動の充実

男女共同参画啓発事業
男女共同参画講演会等開催
事業

出前講座開催事業

企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

決算額(円) — 310,010円 —

予算額(円) — 300,000円 —

 希望する団体やグループの
要請により、市職員を講師
として派遣し、本市の条例
や基本計画など男女共同参
画の啓発と意識の高揚を図
る。

 ○出前講座の開催回数
 
　要請なし。

 市民を対象とした講演会及
びセミナーの開催により、
男女共同参画に関する意識
啓発を行い、男女共同参画
社会についての理解を深め
る。

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

 核家族化が進む中、家庭・地
域・職場における人と人との
絆の大切さや、居心地の良い
関係づくりを考える機会を提
供した。
 
 ・開催日：11/12（土）
 ・演題：
  「男女共同参画～女性の過
去・現在・未来」
 ・講師：
   家族問題評論家
　ｴｯｾｲｽﾄ　宮本まき子氏
 ・参加者：32名
  （女性15名、男性17名）

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 男女共同参画に関する情報
を広報やホームページで紹
介するとともにパンフ等を
各施設に配置し、広く市民
に情報を提供する。

事 業 名

 ○広報えべつに関連記事を掲
 載する。
 ○内閣府等の関係機関から送
 致される啓発パンフ等を関係
 団体に周知するとともに各施
 設に配置する。

 講演会等を企画する中で基本
 目標･基本方向･施策等を検討
 する。

 ○出前講座の開催

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○広報えべつに関連記事を掲
 載した。
 ・掲載回数５回
 （5、6、10、11、3月号）
 ○内閣府等の関係機関から送
 致される啓発パンフ等を関係
 団体に周知するとともに各施
 設に配置した。
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Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

(1) 家庭・職場・地域にお
ける慣行の見直しと啓発活
動の充実

(3) 女性の地位向上と能力
の強化に向けた意識変革と
実践

(3) 女性の地位向上と能力
の強化に向けた意識変革と
実践

 男女共同参画週間に関する
 図書等の特集事業

職員研修事業 江別市女性団体協議会補助金

教育部情報図書館 総務部職員課 教育部生涯学習課

決算額(円) — 2,557,930円 465,000円

予算額(円) — 4,092,837円 500,000円

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 男女共同参画週間にあわせ
 た男女共同参画社会に関す
 る特集本コーナーを臨時設
 置し、啓発活動を行なう。

 職員研修事業において、女
 性の地位向上や能力強化を
 目的とした研修を実施し、
 女性の参画意識の醸成を行
 なう。

 男女共同参画の推進や地域
 コミュニティ醸成等の地域
 活動を行う団体の活性化の
 ための支援を行う。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○男女共同参画特集コーナー
 の設置
 ・設置回数：１回
 ・設置期間：6/23～29

 ※男女共同参画週間(H２３)
　　　　　　　6/23～29

 ○各種職員研修の開催
 ・政策形成・政策法務基礎研
修
 ・政策形成（基礎）研修
 ・ファシリテーション研修
 ・初級監督者研修
 ・管理者研修
 ・クレーム対応力強化研修
 ・新規採用職員研修
 ・派遣研修（研修所）
 ○研修実施数：25回/年
 ○延べ参加者数：254人
　
    ※職員数：799人
　　           （医療職除く）

 地域コミュニティ醸成等の地
 域活動を行う団体の事業運営
 （江別市女性協まつり等の女
 性団体の活動および共通課題
 解決のための情報提供など）
 の活動支援に係る補助金を交
 付した。
 ※江別市女性団体協議会
 ・加盟団体：20団体
 ・事業参加者数：1,266人

 ○各種職員研修の開催
 ・新規採用職員研修
 ・政策形成（基礎）研修
 ・課題発見・問題解決力強化
研修
 ・政策法務研修
 ・政策形成能力研修
 ・アサーティブコミュニケー
ション研修
 ・管理者研修
 ・初級監督者研修
 ・マネジメント研修
 ・派遣研修（研修所）

 地域コミュニティ醸成等の地
 域活動を行う団体の事業運営
 （江別市女性協まつり等の女
 性団体の活動および共通課題
 解決のための情報提供など）
 の活動支援に係る補助金を交
 付する。

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

  ○男女共同参画特集コーナー
 の設置
 ・設置回数：１回
 ・設置期間：6/23～29

 ※男女共同参画週間(H２４)
　　　　　　　6/23～29
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Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

(4) 多文化理解と共生に向
けての意識づくり

(4) 多文化理解と共生に向
けての意識づくり

(4) 多文化理解と共生に向
けての意識づくり

 江別国際センター施設維持
 補助金

国際交流情報提供事業
  江別市都市提携委員会補
  助金

企画政策部秘書課 企画政策部秘書課 企画政策部秘書課

決算額(円) 1,978,000円 4,836,060円 400,000円

予算額(円) 1,978,000円 4,842,000円 400,000円

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 江別市国際交流推進協議会
 が管理・運営している「江
 別国際センター」の施設維
 持管理経費の一部を補助し
 市民に対する国際交流の推
 進の場及び国際交流団体の
 活動の場を恒常的に確保す
 る。

 日本語に堪能で地域の国際
 化事業に理解と意欲のある
 外国人を国際交流員として
 継続的に雇用し、市民等へ
 の英語指導・小学生の国際
 理解教育や国際交流事業の
 企画立案等に協力する。

 姉妹都市や友好都市との交
 流親善を図るため諸事業を
 推進する江別市都市提携委
 員会へ必要な経費を補助し
 交流を促進する。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○各種イベントの開催
 ・世界市民の集い
（10/23）
 ・各種語学講座
　　　　　（英語、韓国語）
 ・スノーカーニバル
（2/11）
 ・英語で遊ぼう
（8/9～10、1/11～12）
 ・会報発行（6月、12月）
 ・各種協力事業（ホームステ
 イ受入、在住外国人サポート
 など）
 ○利用者数：9,785人/年
 ※江別市国際交流推進協議会

　　　加盟団体数：22団体

 ○各種イベントへの協力
 ・国際センター英会話教室
　（毎週火・水）
 ・世界市民の集い
  （10/23）
 ・スノーカーニバル
  （2/11）
 ・英語で遊ぼう
  （8/9～10、1/11～12）
 ○事業開催回数：77回
 ○参加者数：885人

 ○姉妹都市との交流
 ・グレシャム市より高校生
　 の受入
　　6/21～7/20：3名
 ・グレシャム市へ市内在住
   の高校生の派遣
      1/6～2/6：3名
 ○世界市民の集い
     （10/23）
 
 ※江別市都市提携委員会
　　　会員数：50人

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 ○各種イベントの開催
 ・世界市民の集い（10月下
旬）
 ・各種語学講座
　（英語、韓国語）
 ・スノーカーニバル
　 （2月上旬）
 ・英語で遊ぼう
　 （8月上旬、1月上旬、
       3月下旬）
 ・ヨガ教室
 ・会報発行（6月、12月）
 ・各種協力事業（ホームステ
 イ受入、在住外国人サポート
 など）

 ○各種イベントへの協力
 ・国際センター英会話教室
 　（毎週火・木）
 ・世界市民の集い
 　（10月下旬）
 ・スノーカーニバル
 　（2月上旬）
 ・英語で遊ぼう
　（8月上旬、1月上旬、
      3月下旬）

  ○グレシャム市の高校生の受
　入及び市内高校生の派遣
　 （受入・派遣ともに３名）
  ○世界市民の集い
 　（10月下旬）
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Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

(4) 多文化理解と共生に向
けての意識づくり

(4) 多文化理解と共生に向
けての意識づくり

(4) 多文化理解と共生に向
けての意識づくり

 小学校外国語活動支援事業
 レッツ・イングリッシュ

外国青年招致事業
小中学生国内交流研修事業

教育部学校教育支援室
学校教育課

教育部学校教育支援室
学校教育課

教育部生涯学習課

決算額(円) 13,846,113円 8,904,750円 1,164,300円

予算額(円) 15,041,000円 8,931,000円 1,422,000円

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 小学校において、外国語に
触れたり外国の生活や文化
に親しむなど、国際化に対
応した授業を支援するた
め、外国語活動を行う学校
へ外国人講師の派遣を行な
う。

 市内中学校で英語の授業を
 行なう際に、外国語指導助
 手（ALT）を派遣し、
 ティーム・ティーチングを
 行なう。

 小中学生が対象の土佐市と
 の相互訪問による交流事業｡
 学校体験入学や南国と北国
 の特色ある体験学習で時代
 を担う青少年の視野を広め､
 研修地の歴史、文化、産業
 等に触れ、郷土を愛しむ心
 を育み、友情を深める。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 外国人講師６名を市内の小学
 校（１９校）に派遣するとと
 もに国際交流員１名を小学校
 １校に派遣した。
 
 ○授業時間数：
                  3,019時間/年
 ○授業を受けた児童数：
                   延べ人6,397人

 外国語指導助手２名を市内の
 全中学校に派遣した。

 ○ALT数：2名
 ○1クラスあたりの時間数：
　　　　　　　年間6.9時間

 ○土佐市への訪問団派遣
 派遣期間：10/11～14
 派遣：小学生3名
          中学生7名
 引率：教諭2名、職員1名
 (計13名：女性6名､男性7名)
 内容：戸波小・北原小・波介
 小・高岡中の学校体験やホー
 ムステイ体験、施設見学。
 ○土佐市の訪問団受入
 受入期間：1/24～27
 受入：小学生9名
          中学生3名
 引率：教諭3名、職員1名
 (計16名：女性7名､男性9名)
 内容：三小・豊幌小・上江別
 小・三中の学校体験やホーム
 ステイ体験ほか施設見学。

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 外国人講師5名を市内の小
 学校（１９校）に派遣する。

 ○予定授業時間：
                 2,895時間/年

 外国語指導助手２名を市内の
 全中学校に派遣する。

 ○土佐市への訪問団派遣
 派遣期間：10/9～10/12
 派遣予定：小学生7名
                中学生3名
 引率：教諭2名、教育長、職
員1名 (計14名)
 内容：土佐市内小中学校での
 体験学習やホームステイ体験
 ほか施設見学。
 ○土佐市の訪問団受入
 受入期間：1/22～25
 受入予定：小学生9名
                中学生3名
 引率：教諭3名、教育長、職
員2名 (計18名)
 内容：二小、東野幌小、中央
 小、野幌中での学校体験や
ホームステイ体験ほか施設見
学。

33333333



Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

１　男女平等・共同参画社
会の実現に向けた意識づく
り啓発の推進

２　男女の自立と多様な選
択を可能にする教育・学習
の推進

２　男女の自立と多様な選
択を可能にする教育・学習
の推進

(4) 多文化理解と共生に向
けての意識づくり

(１) 性別にとらわれない生
き方を可能にする生涯学習
の支援

(１) 性別にとらわれない生
き方を可能にする生涯学習
の支援

中学生国際交流事業 公民館運営管理事業 生涯学習団体支援事業

教育部生涯学習課 教育部生涯学習課 教育部生涯学習課

決算額(円) 1,672,270円 79,053,590円 1,000,000円

予算額(円) 1,831,000円 81,228,000円 1,000,000円

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 中学生を対象とした姉妹都
 市米国グレシャム市との相
 互訪問による交流事業。異
 なった言語や文化、生活習
 慣を体験しグローバルな視
 点での相互理解を深めると
 ともに郷土を愛する心を育
 む。

 生涯学習の拠点として、施
 設の維持管理・運営を適切
 に行い、市民の学習意欲に
 対する支援の充実を図ると
 ともに学習の機会（場）の
 提供を行う。
【対象施設】
  中央公民館、野幌公民館
  大麻公民館

 生涯学習社会の実現に向け
 た推進活動を行う江別市生
 涯学習推進協議会に対し、
 活動費を支援し、生涯学習
 の推進を行う。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○グレシャム市への訪問団
 派遣期間：12/2～12
 派遣：中学生6名、
 引率：教諭1名、職員1名
 (計8名：女性４名・男性４
名)
 内容：ダマスカス校での体験
 学習、ホームステイ体験、市
 内見学等
 ○グレシャム市からの訪問
 受入期間：2/18～26
 受入：中学生６名、
 引率：教諭1名
 (計７名：女性５名・男性２
名)
 内容：大麻中、江陽中での体
 験学習、ホームステイ体験、
 市内等施設見学

 施設の管理運営を指定管理者
 に委託し、学習の機会や場の
 提供を行った。
 ○利用者数：218,389人
 ○自主事業数：84事業
（参加者数：8,368人）

 生涯学習リレー講座や各種市
 民講座など、性別を問わず広
 く市民に対して学習の機会の
 提供を行うとともに会員活動
 発表会等の啓発活動、情報紙
 及びHPによる情報の提供な
 どを行った。
 ○江別市生涯学習推進協議会
         　　　会員数：68団体
 ○実施事業参加者数：1,699
人

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 ○グレシャム市への訪問団
 派遣期間：11/29～12/9
 派遣予定：中学生6名、
 引率：教諭1名、職員1名
 (計8名：女性4名・男性4名)
 内容：ダマスカス校での体験
 学習、ホームステイ体験、市
 内見学等
 ○グレシャム市からの訪問
 予定期間：2月上旬
 受入予定：中学生8名、
 引率：教諭1名
 (計9名)
 内容：大麻東中、中央中での
体
 験学習、ホームステイ体験、
 市内等施設見学

 施設の管理運営を指定管理者
 に委託し、学習の機会や場の
 提供を行う。

 生涯学習リレー講座や各種市
 民講座など、性別を問わず広
 く市民に対して学習の機会の
 提供を行うとともに、会員活
 動発表会等の啓発活動、情報
 紙及びHPによる情報の提供
 などを行う。
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Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

Ⅰ　男女共同参画参画社会
の実現に向けた意識の変革

２　男女の自立と多様な選
択を可能にする教育・学習
の推進

２　男女の自立と多様な選
択を可能にする教育・学習
の推進

２　男女の自立と多様な選
択を可能にする教育・学習
の推進

(１) 性別にとらわれない生
き方を可能にする生涯学習
の支援

(2) 個性を重視し自立心や
自己決定能力を身につける
教育の推進

(2) 個性を重視し自立心や
自己決定能力を身につける
教育の推進

 ふるさと江別塾～まちおこし
 市民大学講座事業

インターンシップ事業 キャリア教育推進事業

教育部生涯学習課 経済部商工労働課
教育部学校教育支援室

学校教育課

決算額(円) 207,660円 998,550円 309,420円

予算額(円) 239,000円 1,496,000円 510,000円

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 市民の様々な学習要求に応
 えるとともに地域創造のた
 めの問題意識や知識を獲得
 し、まちづくりに参画する
 ための学習の機会を提供す
 る。

 市内在学中の高校生を対象
 に自分の学習内容や進路に
 関連した職業を体験させ、
 職業観、勤労観を醸成する
 とともに、企業の業務内容
 や求める人材の提供や学生
 の意識を知る機会とする。

 市内の中学生を対象に自分
 の進路や将来の生き方を考
 えるきっかけとするための
 機会を提供する。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

市内四大学及び受講生で組織
された塾生の会による運営会
議が事業の企画・運営を行い､
性別を問わず広く市民に参加
を呼びかけ、市内四大学を会
場に市民講座を開催した。
 ○開催講座数：8講座
 ○参加者数：168人

 行政・教育機関・事業所が連
 携し、就業体験の機会を提供
 した。

 ○受入事業所数：87事業所
 ○参加者数：124人

 ４～５日間、中学校３校の特
定学年で職場体験を実施し
た。

 ○受入事業所数：87事業所
 ○参加者数：486人
  

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

市内四大学及び受講生で組織
された塾生の会による運営会
議が事業の企画・運営を行い､
性別を問わず広く市民に参加
を呼びかけ、市内四大学を会
場に市民講座を開催する。

 行政・教育機関・事業所が連
 携し、就業体験の機会を提供
 する。

 ○参加予定者：150人

 ３日間、中学校５校の特定学
 年で職場体験を実施する。

35353535



Ⅱ　社会のあらゆる分野へ
の男女共同参画の推進

Ⅱ　社会のあらゆる分野へ
の男女共同参画の推進

Ⅱ　社会のあらゆる分野へ
の男女共同参画の推進

３　政策や方針決定過程へ
の女性の参画の拡大

３　政策や方針決定過程へ
の女性の参画の拡大

３　政策や方針決定過程へ
の女性の参画の拡大

(1) 審議会や委員会等への
女性の参画の促進

(2) 企業などあらゆる組織
の意思決定の場への女性の
参画促進

(2) 企業などあらゆる組織
の意思決定の場への女性の
参画促進

 審議会等への女性委員の登
用促進

 人事異動関連（女性管理職
登用）事務

職員採用事務

企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

総務部職員課 総務部職員課

決算額(円) — — 3,453,793円

予算額(円) — — 5,000,000円

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 審議会等における女性の参
画による多様な価値観の反
映を行い、新たな発想や組
織の活性化を行なう。

 組織体系に基づき女性管理
 職を登用し、組織の意思決
 定の場への女性の参画促進
 する。

 複雑・多様化する行政課題
 に対応できる有能で多様な
 人材を確保するため、平等
 取扱いの原則、能力の実証
 に基づき、どの職種におい
 ても男女を問わず競争試験
 による採用を行う。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 各種審議会委員の女性登用状
況等を江別市男女共同参画共
同参画推進本部や庁内関係部
局に情報提供するとともに、
女性委員の登用を促進した。

 ○女性委員登用率：
      H23年度当初⇒24.0％
      H23年度末　⇒2５.3％

（H23年度昇格者：女性）
部次長職１名
課長職　１名

 職員採用試験の実施及び採用
・平成２３年度受験者数：
    729人（うち女性239
人）
・平成24年度採用者：
 　  26人（うち女性  7人）

 どの職種においても、男女を
 問わず競争試験により採用を
 行なう。

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 各種審議会委員の女性登用状
況等を江別市男女共同参画共
同参画推進本部や庁内関係部
局に情報提供するとともに、
改選期を迎えた審議会を所管
する各課に対し、個別に女性
委員の登用について要請して
女性委員の登用を促進する。

 男女を問わず、適正な能力評
 価を行ったうえで登用を行
う｡
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Ⅱ　社会のあらゆる分野へ
の男女共同参画の推進

Ⅱ　社会のあらゆる分野へ
の男女共同参画の推進

Ⅱ　社会のあらゆる分野へ
の男女共同参画の推進

４　雇用等の分野における
男女共同参画の推進

４　雇用等の分野における
男女共同参画の推進

４　雇用等の分野における
男女共同参画の推進

(1) 多様な就業形態と適正
な労働条件の確保に向けた
情報の提供

(3) 起業をめざす女性に対
する支援

(4) 農林水産業、自営業に
おける男女の対等なパート
ナーシップの構築

労働振興一般管理経費 起業化促進支援事業 都市と農村交流事業

経済部商工労働課
経済部企業立地推進室

企業立地課
経済部農業振興課

決算額(円) 380,439円 2,345,256円 874,355円

予算額(円) 441,000円 2,377,000円 933,000円

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

 都市と農村の交流を推進する
 ため、グリーンツーリズム関
 連事業者（農産物直売所・貸
 し農園・加工部会）との連携
 を図るとともに、各種イベン
 トを開催する。

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 江別市内の事業所を一定数
 抽出し、給与雇用の実態を
 調査し、労働条件及び雇用
 安定促進の基礎資料とする
 ため、江別商工会議所と協
 同で実施する。

江別市内で市民が新たに事
業を起こすことや、既存企
業が新事業を創出すること
で、地域経済が活性化する
ことから、起業化促進に係
る事業を実施する。

 都市と農村の交流を推進す
 るため、グリーンツーリズ
 ム関連事業者（農産物直売
 所・貸し農園・加工部会）
 との連携を図るとともに、
 各種イベントを開催する。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 勤労者の雇用環境を明確化し
 雇用環境悪化に対し抑止的効
 果を持たせるとともに、勤労
 者の雇用環境整備に係る諸施
 策を検討した。
 
 ○全道労働行政協議会
 ○江別市における給与雇用実
 態調査
 ○労働関係法令活用環境整備
                                 ほか

○起業化促進支援相談員の設
置
・相談員　      １名
・相談件数　１５件
　（うち女性：２件）
○地元商店街との元町アンビ
シャスプラザの協働設置
・看板製作
・共用部分（起業家入居ス
ペース以外の部分）の借上げ

 ○「まち」と「むら」の交流
 推進協議会の開催
    実施日：4/7
　 参加者：21名（女性11
名）
　 実施日：3/27
　 参加者：15名（女性9名）
 ○グリーンツーリズム視察研
 修の実施
    実施日：11/7
    参加者：11名（女性3名）
 ○その他
 ・直売所スタンプラリーの実
    施
 ・野菜栽培講習会の実施
 ・加工品フェアの実施

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 勤労者の雇用環境を明確化し
 雇用環境悪化に対し抑止的効
 果を持たせるとともに、勤労
 者の雇用環境整備に係る諸施
 策を検討する。
 
 ○全道労働行政協議会
 ○江別市における給与雇用実
 態調査
 ○労働関係法令活用環境整備
                                 ほか

○起業化促進支援相談員の設
置
・相談員　　　１名
・相談件数　１５件
○地元商店街との元町アンビ
シャスプラザの協働設置
・看板製作
・共用部分（起業家入居ス
ペース以外の部分）の借上げ
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Ⅱ　社会のあらゆる分野へ
の男女共同参画の推進

Ⅱ　社会のあらゆる分野へ
の男女共同参画の推進

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

４　雇用等の分野における
男女共同参画の推進

４　雇用等の分野における
男女共同参画の推進

５　高齢者等が安心して暮
らせる環境整備

(4) 農林水産業、自営業に
おける男女の対等なパート
ナーシップの構築

(4) 農林水産業、自営業に
おける男女の対等なパート
ナーシップの構築

(1) 生きがいと社会参加の
促進

地域農業経営安定推進事業
「農業委員会だより」の編
集、配布

 男女共同参画講演会等開催
事業

経済部農業振興課 農業委員会事務局
企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

決算額(円) — 67,620円 54,640円

予算額(円) 4,634,000円 70,000円 60,000円

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

新規掲載

○「農業委員会だより」
・印刷部数：９２0部
・配布先・部数：
ＪＡ～800部
普及センター～3部
・配布日：4/10
※併せて北海道農業者年金協
議会機関紙を配布

○農業者年金協議会ニュース
・印刷部数：４０0部
・配布先・部数：
ＪＡ～４００部

 少子高齢化が進展する中、団
塊の世代をはじめとする高齢
期の人々が豊富な知識と経験
を活かし、地域社会を活性化
していくための生き方を学ぶ
機会を提供した。
 
 ・開催日：6/24（金）
 ・演題：
  「いきいきはつらつセカンド
ライフ～ミドル世代の上手な
生き方とは～」
 ・講師：
   札幌大谷大学短期大学部
                教授　平岡祥孝氏
 ・参加者：36名
  （女性16名、男性20名）

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

　国の戸別所得補償経営安定
推進事業実施要綱に基づき、
人・農地プランを作成すると
ともに、当該プランを実現す
るために農地の集積に協力し
た者に対し、農地集積協力金
を交付する。
　また、農業経営基盤促進対
策として地域担い手育成総合
支援協議会との連絡調整や認
定農業者の認定を行う。

【人・農地プラン検討会】
　国の戸別所得補償経営安定
推進事業実施要綱に基づき、
検討会のメンバーの概ね３割
以上は女性で構成される。

農業委員会だよりと機関紙の
発刊、年金及び家族経営協定
のパンフを全農家に配布を計
画

 講演会等を企画する中で基本
 目標･基本方向･施策等を検討
 する。

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

　国の戸別所得補償経営安
定推進事業実施要綱に基づ
き、人・農地プランを作成
するとともに、当該プラン
を実現するために農地の集
積に協力した者に対し、農
地集積協力金を交付する。
　また、農業経営基盤促進
対策として地域担い手育成
総合支援協議会との連絡調
整や認定農業者の認定を行
う。

配偶者を含めた家族経営参
画を促進する家族経営協定
締結や年金情報等を掲載し
た農業委員会機関紙を編集
し、全農家にＪＡを通じて
配布する。

 市民を対象とした講演会及
びセミナーの開催により、
男女共同参画に関する意識
啓発を行い、男女共同参画
社会についての理解を深め
る。
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Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

５　高齢者等が安心して暮
らせる環境整備

５　高齢者等が安心して暮
らせる環境整備

５　高齢者等が安心して暮
らせる環境整備

(1) 生きがいと社会参加の
促進

(1) 生きがいと社会参加の
促進

(1) 生きがいと社会参加の
促進

 高齢者クラブ生きがい支援
 推進事業

シルバーウィーク開催経費 老人憩の家管理運営事業

健康福祉部介護保険課 健康福祉部介護保険課 健康福祉部介護保険課

決算額(円) 6,755,740円 487,200円 10,786,949円

予算額(円) 6,885,000円 682,000円 12,015,000円

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 ○各種補助金の交付
 ・単位老人クラブ補助金
 ・高齢者クラブ連合会補助金
 ・生きがいと健康づくり補助
  金

 ○シルバーウィークの開催
 ・開会式
 ・長寿祝品贈呈式
 ・高齢者健康コンクール
 ・演芸大会
 ・いきいきシニアスクール
 ・男性料理教室
 ・公衆浴場無料開放
 ・ゲートボール大会

 市内４か所の老人憩の家を指
 定管理者による管理運営を行
 なう。

 高齢者に対し、教養の向上
 やレクリエーション等のた
 めの場を提供し、心身の健
 康と福祉の増進を図る。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○各種補助金の交付
 ・単位老人クラブ補助金
 ・高齢者クラブ連合会補助金
 ・生きがいと健康づくり補助
   金
 
 ※江別市高齢者クラブ連合会
 ・構成団体数：64団体
 ・会員数：4,136人

 ○シルバーウィークの開催
 ・開会式
 ・長寿祝品贈呈式
 ・高齢者健康コンクール
 ・演芸大会
 ・いきいきシニアスクール
 ・男性料理教室
 ・公衆浴場無料開放
 ・ゲートボール大会
 ○延べ参加者数：1,300人

 市内４か所の老人憩の家を指
 定管理者による管理運営を行
 なった。
 
 ○施設数：４施設
  ・上江別老人憩の家
  ・緑町老人憩の家
  ・野幌老人憩の家
  ・大麻老人憩の家
 ○延べ利用者数：
                   25,984人/年

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 高齢者クラブが行う会員の
 教養の向上、健康の増進、
 レクリエーションや地域で
 の交流などの活動を促進し
 高齢者の生きがいづくりを
 支援する。

 高齢者の長寿を祝い、広く
 敬愛の思想を普及するとと
 もに、老後の生きがいと健
 康を高め、世代間の交流・
 連帯を深める機会として、
 健康コンクール、演芸大会
 等を行う。

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

39393939



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

５　高齢者等が安心して暮
らせる環境整備

５　高齢者等が安心して暮
らせる環境整備

５　高齢者等が安心して暮
らせる環境整備

(1) 生きがいと社会参加の
促進

(2) 高齢者の意欲、能力保
持に向けた取り組みの支援

（３）介護にかかわる固定
観念、習慣等の是正に向け
た意識変革の促進

高齢者教育事業（蒼樹大学）
 シルバー人材センター事業
 補助金

地域連携普及促進事業

教育部生涯学習課 経済部商工労働課 健康福祉部福祉課

決算額(円) 590,070円 9,556,000円 —

予算額(円) 646,000円 9,556,000円 —

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 毎年４月に学生募集をする。
 就学年限は2年間(1学年定員
 100名)5～3月まで毎月1～
 2回学習会を開催。午前は現
 代的課題や郷土史等をテーマ
 に講師を招き全体で受講生全
 員で学ぶ教養講座、午後は各
 自選択別による専攻講座（6
 講座）を受講。その他研修旅
 行・新年会・地域活動などの
 特別行事の開催、年度末に記
 録文集を発行する。

 高齢者の経験と技術を生かし
 た就業の場の提供など、高齢
 者の生きがいづくり促進のた
 めの事業を行う江別市シルバ
 ー人材センターに対し、国の
 補助基準に基づき管理運営費
 を補助する。

自治会関係者や市民を対象
に、これまでの助け合い活動
の具体的事例等を通して地域
の福祉を考え、活動に役立つ
知識・技術を学習することを
目的に開催する。

○開催時期：平成２４年１１
月頃

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 高齢者一人一人が自立と連
 帯の精神に満ちた豊かで活
 力のある生活の維持を図る
 とともに､異世代間の交流､
 仲間づくりを促進し、習得
 した知識や技術経験を活か
 した地域社会への参画を促
 進する。

 高齢者の経験と技術を生か
 した就業の場の提供など、
 高齢者の生きがいづくり促
 進のための事業を行う団体
 を支援する。

高校生以上の市民を対象と
した事業「地域福祉活動者
研修会」などを開催する社
会福祉協議会を財政支援す
る。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 毎年４月に学生募集を行って
 おりH23年度の在籍数は13
 9名。就学年限は2年間で、
 5～3月まで毎月1～2回学習
 会を開催。午前は現代的課題
 や郷土史等をテーマに講師を
 招き全体で受講生全員で学ぶ
 教養講座、午後は各自選択別
 による専攻講座（6講座）を
 受講。その他研修旅行・新年
 会・地域活動などの特別行事
 の開催、年度末に記録文集を
 発行した。
 ○講座等開催のべ数：61回
 ○学生数：139人

 高齢者の経験と技術を生かし
 た就業の場の提供など、高齢
 者の生きがいづくり促進のた
 めの事業を行う江別市シルバ
 ー人材センターに対し、国の
 補助基準に基づき管理運営費
 を補助した。

 ○会員数：800人
           （H24、3/31現在）
 ○延べ就業者数：83,279人

○研修会開催回数：１回
・テーマ
「自治会におけるサロン集い
活動の進め方」～地域とつな
がる仲間づくり～
・開催日：３月１６日（金）
・参加者数６４名（うち女性
２３名）

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書
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Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

５　高齢者等が安心して暮
らせる環境整備

６　あらゆる暴力根絶の取
組

６　あらゆる暴力根絶の取
組

（３）介護にかかわる固定
観念、習慣等の是正に向け
た意識変革の促進

(1) あらゆる暴力の根絶を
めざした人権意識の啓発

(1) あらゆる暴力の根絶を
めざした人権意識の啓発

介護予防一次予防事業 暴力根絶啓発事務
 札幌人権擁護委員協議会負
担金

健康福祉部介護保険課
企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

生活環境部市民生活課

決算額(円) 2003400円 — 77,000円

予算額(円) 3160500円 — 77,000円

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

○介護予防講座（元気の達人
養成講座）

○介護予防出前講話

 ○広報誌への掲載
               （６、１１月）
 ○暮らしの便利帳への掲載
 ○ホームページへの掲載
 ○啓発資材の配備

 人権相談開催の周知及びポス
 ター、パンフレット等を公共
 施設の窓口等への掲示、配
備。
 
 えべつスノーフェスティバル
 での周知活動を実施する。

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 目的：介護を必要とする状
 態にならない。
 対象：６５歳以上の高齢者
                        （本人）
 手段：介護予防に関する教
 室を開催し、介護状態にな
 らないようにするための情
 報等を提供する。

 広報誌・ホームページへの
掲載や国等からの啓発資材
の利用等により、あらゆる
暴力に関する社会的認識の
徹底、人間の尊厳を尊重す
る意識の啓発を図る。

 市民を対象にした、人権に
関する啓蒙・啓発活動を援
助する。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

○介護予防講座（元気の達人
養成講座）
　・実施回数： 63.回
　・延参加者数：  635人
　　　（男性：216人）
　　　（女性：419人）
○介護予防出前講話
　・実施回数： 24.回
　・延参加者数：  584人
　　　（男性：212人）
　　　（女性：372人）

 ○広報誌への掲載
 ＤＶ、セクハラの相談窓口、
 女性に対する暴力をなくす運
 動について周知した。
 （6、11月号）
 ○暮らしの便利帳への掲載
 ＤＶ、セクハラの相談窓口を
 掲載した。
 ○啓発資材の配備
 国および関係機関からのパン
 フレットを公共施設等に配備
 した。

 人権相談開催の周知及びポス
 ター、パンフレット等を公共
 施設の窓口等への掲示、配
備。
 
 えべつスノーフェスティバル
 での周知活動を実施。

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

41414141



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

６　あらゆる暴力根絶の取
組

６　あらゆる暴力根絶の取
組

６　あらゆる暴力根絶の取
組

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

若年者ＤＶ防止啓発事業 住民記録事務 市民相談事業

企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

生活環境部市民課 生活環境部市民生活課

決算額(円) 100,647円 — 829,480円

予算額(円) 86,000円 — 845,000円

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 「デートＤＶ」に関する
リーフレットを作成し、
デートＤＶの防止及び早期
解決に向けた情報提供を行
うとともに、お互いを尊重
し合うことの大切さなどを
啓発する。

 あらかじめ支援措置申出の
 あるＤＶ・ストーカー被害
 者の住民票等住民記録に関
 する証明発行等を制限し、
 居所の探索を目的とする加
 害者からの住民記録等に関
 する請求に応じないことに
 より、被害者保護を図る。

 市民からの相談に対し相談
員が必要な情報提供と関係
機関との連携を行なう。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○若年者向け啓発として
「デートＤＶ」に関するリー
フレットを作成し配布を行っ
た。

 ・「成人のつどい」に来場し
た新成人へ
　　　　　　部数：1,100部

 ・市内大学の新入学生へ
　　　　　　部数：3,500部

 ＤＶ・ストーカー被害者の住
 民票等の発行制限を行った。

 ・申出数10件
 （女性10名、同伴家族14
名）

 ○市民相談（市民相談所）
  ・時間：8:45～17:15
  ・相談員：2名
　（市職員・非常勤職員）
  ・相談者数：1,200名/年
 ○法律相談(市民会館)
  ・時間：13:05～15:10
　  （毎月第2.4木曜日）
  ・相談員：弁護士１名
  ・相談者数：110名/年
 ○家庭生活相談(総合社会福
 祉センター・大麻出張所)
  ・時間：10:00～15:00
　　（毎週月・木曜日）
  ・相談員：家庭生活相談員
　　　　　　　（８名交代）
  ・相談者数：44名/年

 若年者向け啓発として「デー
 トＤＶ」に関するリーフレッ
 トを作成し「成人のつどい」
 に来場した新成人及び市内大
 学の新入学生へ配布を行う。

 ＤＶ・ストーカー被害者の住
 民票等の発行制限を行う。

 ○市民相談（市民相談所）
  ・時間：8:45～17:15
  ・相談員：2名
　　　（市職員・非常勤職
員）
 ○法律相談(市民会館)
  ・時間：13:05～15:10
　  （毎月第2.4回目木曜日）
  ・相談員：弁護士１名
 ○家庭生活相談(総合社会福
 祉センター・大麻出張所)
  ・時間：10:00～15:00
　　（毎週月・木曜日）
  ・相談員：家庭生活相談員
　　　　　　　（８名交代）

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

42424242



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

６　あらゆる暴力根絶の取
組

６　あらゆる暴力根絶の取
組

６　あらゆる暴力根絶の取
組

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

家庭児童相談事業 母子寡婦福祉相談事業
江別市家庭児童対策地域
協議会事業

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

決算額(円) 1,798,951円 3,531,300円 0円

予算額(円) 1,826,000円 3,610,000円 87,000円

　母子自立支援員により電
話や面接による身上相談に
応じ、自立に必要な助言や
指導を実施。

　研修会を学校、幼稚園、
保育園他関係機関職員を対
象として実施。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

　家庭児童相談員により電
話及び面接相談を実施。事
例によっては関係機関との
連携し、児童及び家庭等の
問題に対応。

○相談実件数：291件
○家庭相談員兼
母子自立支援員：4名

※ＤＶ相談件数28件／年
（うち、一時保護送致件数
５件）

　母子自立支援員により電
話や面接による身上相談に
応じ、自立に必要な助言や
指導を実施。

○相談実件数：837件
○母子自立相談員
兼家庭相談員：４名
　
※ＤＶ相談件数は家庭児童
相談事業に同じ

所 属

事業の概要
（目的、対象、手段等）

　家庭児童相談員により電
話及び面接相談を行い、児
童及び家庭内における問題
の状況を聞き、対応や解決
方法などを指導・助言し、
事例によっては関係機関と
の連携により児童及び家庭
等の問題に対応する。

　離婚等により母子・寡婦
（配偶者と死別）となった
世帯に対し、母子自立支援
員により電話や面接による
身上相談に応じ、自立に必
要な助言や指導を行う。

　関係機関・団体がネット
ワークを組み、共通の認識
を持ちながら連携して江別
市児童虐待及びDV防止連絡
協議会を設置し、虐待等の
情報を収集し、発生予防、
早期解決、早期対応を行
う。

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

　研修会「児童虐待への対
応について～相談から支援
にむけて～」を学校、幼稚
園、保育園他関係機関職員
を対象として実施。

平成23年11月15日実施
参加人数：54人

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

　家庭児童相談員により電
話及び面接相談を実施。事
例によっては関係機関との
連携し、児童及び家庭等の
問題に対応。

43434343



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

６　あらゆる暴力根絶の取
組

６　あらゆる暴力根絶の取
組

６　あらゆる暴力根絶の取
組

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

ＤＶ相談等支援事業（光交付金）
児童生徒健全育成

（いじめ・不登校対策事業）
「心の教室」相談事業

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

教育部学校教育支援室参事
（学校教育支援担当）

教育部学校教育支援室参事
（学校教育支援担当）

決算額(円) 2120671円 3,102,261円 5,520,988円

予算額(円) 2269000円 3,323,000円 5,545,000円

 前年度の事業実施内容をもと
 に、学校におけるＤＶに係る
 相談内容があれば、内容に応
 じて適切な対応を行う。

 いじめ・不登校に悩む児童
 生徒の支援を行う。

 「心の教室」相談員を学校
 に配置し、児童等の相談業
 務を行う。

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

　家庭児童相談員により電
話及び面接相談を実施。事
例によっては関係機関と連
携し、ＤＶ相談等の問題に
対応する。

 心の教室相談員を市内全小学
 校と中学校１校に配置し、児
 童等が抱える悩みの相談を行
 った。

 ○配置学校数：20校
 ○延べ相談件数：
                   14,802件/年

 ○いじめ・不登校相談電話の
 設置
 ・専任指導員：１名
 ○臨床心理士による教育相談
 員の設置
 ・原則週に１回
 ○相談件数：64件/年
 ・いじめ相談=13件
 ・不登校相談=51件

 前年度の事業実施内容をもと
 に、ＤＶに係る相談内容があ
 れば、内容に応じて適切な対
 応を行う。

所 属

事業の概要
（目的、対象、手段等）

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

ＤＶ相談等を必要としてい
る市民に対し、相談員によ
る電話及び面接相談により
家庭内における問題（ＤＶ
等）の状況を聞き、対応や
解説方法などを指導・助言
し、事例によっては関係機
関との連携によって対応
し、一定の解決を図る。

【新規掲載】

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

　家庭児童相談員により電
話及び面接相談を実施。事
例によっては関係機関と連
携し、ＤＶ相談等の問題に
対応する。

○相談実件数：28件
○家庭児童相談員
兼母子自立支援員：４人

44444444



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

６　あらゆる暴力根絶の取
組

６　あらゆる暴力根絶の取
組

６　あらゆる暴力根絶の取
組

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

(2) ドメスティック・バイ
オレンスの防止と被害者へ
の支援の推進

スクールカウンセラー事業
　スクールソーシャル
　ワーカー事業

児童生徒健全育成事業
（電話相談事業）

教育部学校教育支援室参事
（学校教育支援担当）

教育部学校教育支援室参事
（学校教育支援担当）

教育部生涯学習課

決算額(円) 88,511円 3,218,604円 907,540円

予算額(円) 90,000円 4,520,000円 930,000円

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

 臨床心理士等をスクールカウ
 ンセラーとして配置し、生徒
等が抱える悩みの相談を行っ
た。

 ○配置学校数：10校
   （中学校9校、小学校1校）
 ○延べ相談件数：
                   1,352件/年

 ※報酬は道費負担
           （市は事務費のみ）

施 策

事 業 名

所 属

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 前年度の事業実施内容をもと
 に、学校におけるＤＶに係る
 相談内容があれば、内容に応
 じて適切な対応を行う。

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 臨床心理士等をスクールカ
 ウンセラーとして学校に配
 置し、生徒等の相談業務を
 行う。

 いじめ・不登校・非行など
問題を抱える児童生徒、そ
の保護者及び学校への支援
を行う。

【新規掲載】

基 本 目 標

スクールソーシャルワーカー
２名を教育委員会に配置し、
児童生徒、保護者及び学校へ
の相談支援を行った。

○ケース取扱い件数：18件
（7月から配置）

 ○子育てテレホン相談
 実施日：月曜～金曜
           （10時～12時）
 内容：しつけ、思春期、親子
 関係の悩みの相談など
 相談件数：26件／年
 ○ヤングテレホン相談
 実施日：月曜～金曜
           （13時～17時）
 内容：青少年の悩み相談
 相談件数：418件／年
 ○相談員数：13名
                 （女性13名）

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 前年度の事業実施内容をもと
 に、ＤＶに係る相談内容があ
 れば、内容に応じて適切な対
 応を行う。

 ○子育てテレホン相談
 実施日：月曜～金曜
           （10時～12時）
 内容：しつけ、思春期、親子
 関係の悩みの相談など
 ○ヤングテレホン相談
 実施日：月曜～金曜
           （13時～17時）
 内容：青少年の悩み相談
 ○相談員数：15名
                 （女性15名）

基 本 方 向

 少子化、核家族化、夫婦共
 働、地域の人間関係の希薄
 化等により、子どもや子育
 ての親の不安や悩みが多様
 化するとともに、増加して
 きていることから、子ども
 や親に電話の匿名性を活か
 して気軽に相談が受けられ
 る機会を提供。

45454545



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

６　あらゆる暴力根絶の取
組

６　あらゆる暴力根絶の取
組

７　生涯にわたる男女の健
康支援

(3) セクシュアル・ハラス
メントの防止に向けた取り
組みの推進

(3) セクシュアル・ハラス
メントの防止に向けた取り
組みの推進

(1) 互いの性と生命を大切
にする性教育の推進

労働安全衛生費
（セクハラ相談員設置）

労働安全衛生費
（セクハラ対策）

健康づくり推進事業

総務部職員課 総務部職員課 健康福祉部保健センター

決算額(円) 3,843,000円 — 4,898,218円

予算額(円) 4,392,000円 — 6,447,000円

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

○新規採用職員研修において
   男女共同参画に係る内容の
   研修を実施。

 職域保健師を配置し、相談が
 あった場合の対応体制を継続
 する。
 
 ○職員課職員 3名
 ○職域保健師 ２名(７月より
＋1)

基 本 目 標

基 本 方 向

所 属

 職域保健師を配置し、相談が
 あった場合の対応体制を継続
 する。
 
 ○職員課職員 3名
 ○職域保健師 ２名

事業の概要
(目的、対象、手段等)

施 策

事 業 名

 ○巡回健康管理指導教室及び
 サークル活動等の実施
  ・実施回数：425回
  ・延べ参加者数：12,489人
 ○地域健康づくり推進員育成
 研修等の開催
  ・開催回数：40回
 ○ピンクリボン講演会
 １０月のピンクリボン月間に
 合わせ、一般社団法人江別医
師会との共催により実施
 ・参加人数＝132人
 ○こころの健康づくり講演会
 ・実施回数＝2回
 ・参加延人数＝135人
 ○高血圧と健康
 ・参加人数＝85人

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 職員課にセクハラ相談員
 (職員課職員・職域保健師)
 を継続して設置し、セクハ
 ラ等に対する相談体制を継
 続する。

 セクハラ対策のための研修
 の実施及びセクハラ防止マ
 ニュアル等を周知すること
 により、職員の意識啓発を
 図り、快適な職場環境を創
 出する。

 市民自らの健康意識の高揚
と健康づくり活動の推進を
図るため、市民を対象に、
各種講演会や健康づくりは
つらつ教室及び出前健康教
育等を開催し、健康づくり
情報を発信するとともに、
健康づくり活動の支援を行
なう。

 ○セクハラ防止に関する内容
 を盛り込んだ研修会の実施。

 ○巡回健康管理指導教室及び
 サークル活動等の実施
 ○地域健康づくり推進員育成
 研修等の開催
 ○ピンクリボン講演会
 １０月のピンクリボン月間に
合わせ、一般社団法人江別医
師会との共催により実施予
定。乳がんに対する予防や心
理的なサポートに関する知識
の普及について、女性当事者
に限らず、男性に対しても行
えるよう考慮して企画する。
 ○こころの健康づくり講演会
 の開催

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

46464646



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

７　生涯にわたる男女の健
康支援

７　生涯にわたる男女の健
康支援

７　生涯にわたる男女の健
康支援

(1) 互いの性と生命を大切
にする性教育の推進

(1) 互いの性と生命を大切
にする性教育の推進

(1) 互いの性と生命を大切
にする性教育の推進

成人健康教育経費 成人検診推進事業 個別健康相談事業

健康福祉部保健センター 健康福祉部保健センター 健康福祉部保健センター

決算額(円) 806,577円 64,680,209円 2,006,271円

予算額(円) 692,000円 70,031,000円 2,004,000円

 ○胃がん検診
  ・受診人数：3,956人
 ○肺がん検診
  ・受診人数：4,653人
 ○大腸がん検診
  ・受診人数：6,486人
 ○子宮がん検診
  ・受診人数：3,845人
 ○乳がん検診
  ・受診人数：3,106人
 
 ※子宮がん・乳がん・大腸が
ん検診受診人数には、女性特
有のがん検診事業・働く世代
の大腸がん検診事業受診人数
を含む。

 ○健康相談
  ・実施回数：246回
  ・相談延人数：772人

 ○胃がん検診
 ○肺がん検診
 ○大腸がん検診
 ○子宮がん検診
 ○乳がん検診

 ※女性特有のがん検診事業・
働く世代の大腸がん検診事業
はH24も継続実施。
 
　

 ○健康相談
  ・実施予定回数：200回

 がん疾患の早期発見・早期
治療を図るため、職場等で
の検診を受ける機会のない
４０歳以上（子宮がん２０
歳以上）の市民を対象に、
胃・肺・大腸・子宮・乳が
ん検診を実施する。

 家庭における健康管理を推
進するため、40～64歳の
市民を対象に、健康や食事
等に関する指導及び助言を
行なう。

 生活習慣病の予防等、壮年
期からの健康保持及び増進
を図るため、４０歳以上の
市民を対象に、健康教室や
自治会等の地域の要望に応
じたテーマでの講話を行な
う。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

計　画
内　容

 ○健康教育
  ・実施回数：131回
  ・参加延人数：1,603人

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

所 属

 ○健康教育
  ・実施予定回数：44回

事業の概要
(目的、対象、手段等)

Ｈ24年度
計　　 画
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Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

７　生涯にわたる男女の健
康支援

７　生涯にわたる男女の健
康支援

７　生涯にわたる男女の健
康支援

(1) 互いの性と生命を大切
にする性教育の推進

(1) 互いの性と生命を大切
にする性教育の推進

(2) 性と生殖に関する健康
と権利に関する意識の普及

母子健康教育事業 母子保健相談経費 妊産婦健康診査経費

健康福祉部保健センター 健康福祉部保健センター 健康福祉部保健センター

決算額(円) 566,682円 3,274,429円 53,516,079円

予算額(円) 536,000円 3,306,000円 58,943,000円

 ○親子健康相談
  ・年24回予定
 ○10か月健康診査事後相談
 ○健診事後教室
  ①１歳６か月児健診事後指
　導教室
  ・年48回予定
  ②３歳児健診事後指導教室
  ・年12回予定

 ○妊婦一般健康診査
  ・受診予定者数：775人

 育児不安の軽減を図るため
 妊産婦、乳幼児及びその保
 護者を対象に、親子健康相
 談、１０か月健診事後相談
 及び健診事後教室を開催し
 て相談・指導を行なう。

 母体の保護と健全な児の出
 生及び成長を図るため、妊
 娠届出を行なった市民を対
 象に、妊婦一般健康診査及
 び超音波検査を実施する。

 ○親子健康相談
  ・実施回数：24回
  ・参加者数：1,200人
 ○10か月健康診査事後相談
  ・相談者数：101人
 ○健診事後教室
  ①１歳６か月児健診事後指
　導教室
  ・実施回数：42回
  ・参加組数：253組
  ②３歳児健診事後指導教室
  ・実施回数：6回
  ・参加組数：47組

 ○妊婦一般健康診査
  ・受診者数：742人

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○マタニティスクール
  ・実施回数：
     1コース3回で年4回開催
  ・延べ参加者数：217人
                     （実91人）
 ○両親学級
  ・実施回数：4回
  ・参加者数：178人（89組）
 ○離乳食教室
  ①初めてコース
   ・実施回数：12回
   ・参加者数：147人
  ②２回食コース
   ・実施回数：12回
   ・参加者数：122人
 ○すこやかベビーサロン
   ・実施回数：4回
   ・参加組数：73組

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 ○マタニティスクール
  ・1コース3回で年4回予定
 ○両親学級
　・年4回予定
 ○離乳食教室
  ①初めてコース
    ・年12回予定
  ②ステップアップコース
    ・年12回予定
 ○すこやかベビーサロン
    ・年4回予定

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 妊娠、出産及び育児に関す
る知識の普及と不安の軽減
を図るため、妊婦とその夫
や乳幼児及びその保護者を
対象に、マタニティスクー
ル、両親学級、離乳食教室
及びすこやかベビーサロン
を開催し、講話と母親交流
を行なう。

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

48484848



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

７　生涯にわたる男女の健
康支援

７　生涯にわたる男女の健
康支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

(2) 性と生殖に関する健康
と権利に関する意識の普及

(2) 性と生殖に関する健康
と権利に関する意識の普及

(1) 仕事と家庭生活の両立
を可能にする支援の充実

母子健康教育事業【再掲】 母子保健相談経費【再掲】
  特定事業主行動計画関係
  事務

健康福祉部保健センター 健康福祉部保健センター 総務部職員課

決算額(円) 566,682円 3,274,429円 —

予算額(円) 536,000円 3,306,000円 —

 ○親子健康相談
  ・年24回予定
 ○10か月健康診査事後相談
 ○健診事後教室
  ①１歳６か月児健診事後指
　導教室
  ・年48回予定
  ②３歳児健診事後指導教室
  ・年12回予定

○新規採用職員研修において
ワークライフバランスに係る
内容の研修を実施。
○過重労働への対策として、
研修会、産業医面談等を実施

 育児不安の軽減を図るため
 妊産婦、乳幼児及びその保
 護者を対象に、親子健康相
 談、１０か月健診事後相談
 及び健診事後教室を開催し
 て相談・指導を行なう。

 仕事と家庭生活の両立の促
 進のため「江別市職員の仕
 事と育児の両立に関する行
 動計画～特定事業主行動計
 画」を策定し、ワーク・ラ
 イフ・バランスの推進を図
 る。

 ○親子健康相談
  ・実施回数：24回
  ・参加者数：1,200人
 ○10か月健康診査事後相談
  ・相談者数：101人
 ○健診事後教室
  ①１歳６か月児健診事後指
　導教室
  ・実施回数：42回
  ・参加組数：253組
  ②３歳児健診事後指導教室
  ・実施回数：6回
  ・参加組数：47組

○職員配布用の「子育て支援
ガイド」をノーツを通して配
布。
○男性職員の育児休業取得者
   １名。

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 ○マタニティスクール
  ・1コース3回で年4回予定
 ○両親学級
　・年4回予定
 ○離乳食教室
  ①初めてコース
    ・年12回予定
  ②ステップアップコース
    ・年12回予定
 ○すこやかベビーサロン
    ・年4回予定

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

基 本 方 向

施 策

事 業 名

 妊娠、出産及び育児に関す
る知識の普及と不安の軽減
を図るため、妊婦とその夫
や乳幼児及びその保護者を
対象に、マタニティスクー
ル、両親学級、離乳食教室
 及びすこやかベビーサロン
 を開催し、講話と母親交流
 を行なう。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○マタニティスクール
  ・実施回数：
     1コース3回で年4回開催
  ・延べ参加者数：217人
                     （実91人）
 ○両親学級
  ・実施回数：4回
  ・参加者数：178人（89組）
 ○離乳食教室
  ①初めてコース
   ・実施回数：12回
   ・参加者数：147人
  ②２回食コース
   ・実施回数：12回
   ・参加者数：122人
 ○すこやかベビーサロン
   ・実施回数：4回
   ・参加組数：73組

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

49494949



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

(1) 仕事と家庭生活の両立
を可能にする支援の充実

(1) 仕事と家庭生活の両立
を可能にする支援の充実

(1) 仕事と家庭生活の両立
を可能にする支援の充実

こんにちは赤ちゃん事業 親と子の絵本事業
父親の子育て参加の促進、
情報の提供

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

健康福祉部子育て支援室
保育課

決算額(円) 1,527,404円 961,298円 43,740円

予算額(円) 1,563,000円 955,000円 60,750円

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

　生後４か月までの赤ちゃ
んのいる全家庭を主任児童
委員等が訪問。

事業の概要
(目的、対象、手段等)

　生後４か月までの赤ちゃ
んのいる家庭を主任児童委
員が中心となって訪問し、
子育てに関する情報提供を
行ったり、子育てに関して
必要な支援についての調整
を行う。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

　生後４か月までの赤ちゃ
んのいる全家庭を主任児童
委員等が訪問。

○訪問世帯数:746世帯／年
○保護者数：761人

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

　「こんにちは赤ちゃん」
事業との連携により、生後
４か月までの赤ちゃんのい
る家庭を訪問する際に絵本
を配布し、親子のコミュニ
ケーションの時間を共有し
てもらうこと期待し、子育
て支援の一助とする。

夫婦がともに対等なパート
ナーとしての関係を築ける
よう学習の機会づくりや啓
発、広報の充実を図る。

　生後４か月までの赤ちゃ
んのいる全家庭を主任児童
委員等が訪問し、絵本を配
布。

○訪問世帯数:746世帯／年
○保護者数：761人

○お父さんと遊ぼう日曜日
  ・ 参加組数：１０組
○日曜広場
　・参加組数：８３組
　　（内父親５０名）
○子育て支援フェスティバル
　・参加組数：２０８組
　　（内父親５５名参加）

　生後４か月までの赤ちゃ
んのいる全家庭を主任児童
委員等が訪問。

父親も参加できるように、日
曜日に事業を開催する。
○お父さんと遊ぼう日曜日
○日曜広場
○子育て支援フェスティバル

50505050



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

(1) 仕事と家庭生活の両立
を可能にする支援の充実

(1) 仕事と家庭生活の両立
を可能にする支援の充実

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

乳幼児健康診査推進事業 母子保健相談経費【再掲】 児童館地域交流推進事業

健康福祉部保健センター 健康福祉部保健センター
健康福祉部子育て支援室

子ども家庭課

決算額(円) 13,144,395円 3,274,429円 47,117,262円

予算額(円) 14,148,000円 3,306,000円 48,997,000円

 ○親子健康相談
  ・実施回数：24回
  ・参加者数：1,200人
 ○10か月健康診査事後相談
  ・相談者数：101人
 ○健診事後教室
  ①１歳６か月児健診事後指
　導教室
  ・実施回数：42回
  ・参加組数：253組
  ②３歳児健診事後指導教室
  ・実施回数：6回
  ・参加組数：47組

　児童センターを開館し、
各種行事やイベントを実
施。

年間開館日数：295日
年間利用人数：47,460人

 ○親子健康相談
  ・年24回予定
 ○10か月健康診査事後相談
 ○健診事後教室
  ①１歳６か月児健診事後指
　導教室
  ・年48回予定
  ②３歳児健診事後指導教室
  ・年12回予定

　児童センターを開館し、
各種行事やイベントを実
施。

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 乳幼児の健康の保持、増進
 及び保護者の育児力の向上
 と発育及び発達の遅滞、疾
 病を早期に発見し、適切な
 支援を図るため、乳幼児及
 びその保護者を対象に、４
 か月、１歳６か月、３歳児
 健診等を実施する。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○４か月児健診
  ・実施回数：24回
  ・受診者数：701人
 ○１歳６か月児健診
  ・実施回数：24回
  ・受診者数：750人
 ○３歳児健診
  ・実施回数：24回
  ・受診者数：768人
 ○１０か月児健診
  ・受診者数：667人

基 本 目 標

 育児不安の軽減を図るため
 妊産婦、乳幼児及びその保
 護者を対象に、親子健康相
 談、１０か月健診事後相談
 及び健診事後教室を開催し
 て相談・指導を行なう。

　地域の人々のふれあいの
中で、異年齢の人々を通じ
て、各種行事やイベントに
参加することで、仲間同士
の協力、自主性、可能性を
引き出し、児童の健全育成
を図る。

 ○４か月児健診
  ・年24回予定
 ○１歳６か月児健診
  ・年24回予定
 ○３歳児健診
  ・年24回予定
 ○１０か月児健診
  ・受診予定者数：723人

51515151



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

放課後児童会運営費補助金 放課後児童会運営事業
　東野幌青少年会館管理
　運営費

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

決算額(円) 70,461,750円 4,375,500円 6,542,920円

予算額(円) 72,898,000円 5,062,000円 5,989,000円

　青少年の生活と文化振興
及び地域の福祉を増進する
ことを目的として設置され
ている青少年会館を管理運
営する。

年間利用件数：1,460件
年間利用人数：18,641人

　公設民営のおおぞら児童
会に対して委託料を支払
う。

　青少年の生活と文化振興
及び地域の福祉を増進する
ことを目的として設置され
ている青少年会館を管理運
営する。

　保護者の就労等により日
中家庭に保護者がいない児
童を対象として、放課後の
児童の生活の場を確保し、
児童の健全育成を図り、放
課後児童会を安定して運営
できるように、公設民営の
放課後児童会に対して運営
を委託する。

　青少年の生活と文化振興
及び地域の福祉を増進する
ことを目的として設置され
ている青少年会館を管理運
営する。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

　公設民営のおおぞら児童
会に対して委託料を支払
う。

年間開設日数：293日
年間平均登録児童数：53人

　保護者の就労等により日
中家庭に保護者がいない児
童を対象として、放課後の
児童の生活の場を確保し、
児童の健全育成を図り、放
課後児童会を安定して運営
できるように、民間の放課
後児童会に対して運営費の
一部を補助金として交付す
る。

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

　民間の放課後児童会に対
して運営費の一部を補助金
として交付。

　民間の放課後児童会に対
して運営費の一部を補助金
として交付。

補助対象児童会数：16団体
年間平均開設日数：287日
年間平均登録児童数：524
人

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

事業の概要
(目的、対象、手段等)

所 属

52525252



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

豊幌こども広場開設事業
子育て支援短期利用事業
（ショートステイ事業）

子育て支援夜間養護等事業
（トワイライトステイ事業）

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

決算額(円) 634,000円 352,800円 1,350円

予算額(円) 634,000円 153,000円 50,000円

Ｈ24年度
計　　 画

　保護者が疾病、出産、看
護、事故、災害、出張等の
社会的事由により、一時的
に児童の養育が困難となっ
た保護者の家庭において、
児童を児童養護施設におい
て一定期間養育・保護。

　保護者が仕事その他の理
由により、平日の夜間又は
休日に不在となり、一時的
又は緊急的に児童の養育が
困難となった保護者の家庭
において、児童を児童養護
施設において一時的に保護
し、生活指導、食事の提供
を行う。

実　施
内　容

○年間利用児童数：18人 ○年間利用児童数：1人

計　画
内　容

豊幌こども広場に対して運営
費補助金を交付。

　保護者が疾病、出産、看
護、事故、災害、出張等の
社会的事由により、一時的
に児童の養育が困難となっ
た保護者の家庭において、
児童を児童養護施設におい
て一定期間養育・保護す
る。

　保護者が仕事その他の理
由により、平日の夜間又は
休日に不在となり、一時的
又は緊急的に児童の養育が
困難となった保護者の家庭
において、児童を児童養護
施設において一時的に保護
し、生活指導、食事の提供
を行う。

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

Ｈ23年度
実　　 績

基 本 方 向

施 策

事 業 名

豊幌地区において、保護者
の就労等により日中家庭に
保護者がいない児童等を対
象として、放課後の児童の
交流の場を確保し、児童の
健全育成を図り、地域にお
ける子育て事業を安定して
運営できるように、豊幌の
こども広場運営委員会に対
して運営費の一部を補助金
として交付する。
豊幌こども広場に対して運営
費補助金を交付。
　
年間開設日数：272日
年間平均登録児童数：22人

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

53535353



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

ファミリー・サポート事業 地域組織育成事業の推進
子育てに関する情報の提供
と子育て教室の実施

健康福祉部子育て支援室
子ども家庭課

健康福祉部子育て支援室
保育課

健康福祉部子育て支援室
保育課

決算額(円) 4,373,016 29,500,000円 352,245円

予算額(円) 4,891,000 29,500,000円 443,972円

実　施
内　容

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

　提供会員が、依頼会員の
要請に基づいて援助活動を
実施。

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

　子育ての援助が欲しい人
（依頼会員）と援助ができる
人（提供会員）とで会員組織
をつくり、ニーズに合わせて
援助内容を調整し、子育て支
援を地域社会の中で有償ボラ
ンティアで行い、子育て家庭
が安心して育児・就労できる
環境をつくり、同時に地域で
子どもを育てる意識の醸成を
図る。

Ｈ23年度
実　　 績

　提供会員が、依頼会員の
要請に基づいて援助活動を
実施。

年間活動件数：1,886件
延登録会員数：503人

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

子育て支援センター「すく
すく」の設置（直営）にあ
わせ野幌・大麻地区に子育
ての拠点となる支援セン
ターを設置し、その運営を
民間に委託して行う。

子育てに関する情報（すく
すく通信、子育て支援セン
ターだよりなど）を自治会
回覧や市ＨＰを通じ広く市
民に周知する。

子育て支援センターの運営
○すくすく（江別全体総括）
　・開館日数：２４８日/年
　・利用者数：８１４１人/年
○ゆうあい（野幌地区）
　・開館日数：２４３日/年
　・利用者数：５３３８人
○わかば（野幌地区）
　・開館日数：２４３日/年
　・利用者数：３２９６人
○もりのこ（大麻地区）
　・開館日数：２４３日/年
　・利用者数：６６６６人
○ぐんぐん（大麻地区）
　・開館日数：２４３日/年
　・利用者数：２５１９人

○すくすく通信の発行：４回
○子育て支援センターだより
の発行
　・地域回覧用１回、配布用
１回
○ＨＰの更新：随時
○お誕生お祝いのたより：１
回
○子育て情報誌（ホップス
テップえべつ）の発行（２年
毎に改訂）

子育て支援センターの運営
○すくすく（江別全体総括）
○ゆうあい（野幌地区）
○わかば（野幌地区）
○もりのこ（大麻地区）
○ぐんぐん（大麻地区）

○すくすく通信の発行：４回
○子育て支援センターだより
の発行：２回
○ＨＰの更新：随時
○お誕生お祝いのたより：１
回
○子育て情報誌（ホップス
テップえべつ）の発行（２年
毎に改訂）

54545454



Ⅲ　男女がともに安心して
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Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

(2) 総合的な育児の環境づ
くり

(3) 地域活動に男女が共同
で参画するための取り組み

子育て支援フォーラム・講
演会・講習会

子育てサロン事業 自治基本条例啓発事業

健康福祉部子育て支援室
保育課

健康福祉部子育て支援室
保育課

企画政策部政策調整課

決算額(円) 90,000円 248,000円 296,310円

予算額(円) 90,000円 247,000円 300,000円

○「子育てサロン」の開設
　・実施回数：月１回
　・開設箇所：４箇所
　　（上江別、見晴台、
　　　朝日町、大麻）
　・子育てサポーター登録者
：３１名（H23）
○民生委員児童委員が開設す
るサロン（２箇所）の広報活
動として、毎月広報えべつへ
開催案内を掲載

子育てサポーターとともに
育児の孤立や虐待への移行
を防ぐことを目的として、
子育て中の母親同士が居住
地域において、気軽に集え
る「子育てサロン」事業を
実施する。

 啓発のための講演会等を開催
する。

○啓発講演会の開催
・実施日：Ｈ23.11.12(土)
・演　題：『市民が担う江別
のまちづくり～自治基本条例
と江別のまちづくりの素敵な
関係～』
・参加者：４0名
                 （内女性11名）

※男女共同参画セミナーと合
同開催

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

子育て中の保護者に対し、
子育て相談や子育て講演会
や地域支援、一緒に子育て
などの事業を通して子育て
に関する知識等を身につけ
安心して子育てが行えるよ
う支援する。

講演会、説明会、パンフ
レットの発行等によって、
条例に関する情報提供や意
識啓発を行う。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

○子育て相談
　・相談件数：毎月２２件前
後
○孫育て講習会
　・参加者数：７８人
○一緒に子育て（年齢別）
　・週１回開催
○地域支援：親子にこにこひ
ろば
　（東野幌地区・豊幌地区）
　月１回開催
○親子遊び講習会
　・参加組数：９０組

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

子育て相談、子育て講習会、
一緒に子育て等を開催する。

「子育てサロン」を引続き４
箇所（上江別、見晴台、朝日
町、大麻）に開設し、民生委
員児童委員が運営するサロン
の情報提供を広報えべつ誌上
で行う。

55555555



Ⅲ　男女がともに安心して
暮らせる環境づくり

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

(3) 地域活動に男女が共同
で参画するための取り組み

市民協働推進事業

生活環境部市民生活課

決算額(円) 2,869,577円

予算額(円) 2,666,000円

基 本 目 標

基 本 方 向

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

3,124,589円

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 市民活動センターを中心と
して情報交換を図りながら
市民活動を活性化するため
の事業に対して支援を行な
う。

Ⅲ　男女がともに安心して暮らせる環境づくり

８　男女の家庭生活と他の活動との両立支援

(3) 地域活動に男女が共同で参画するための取り組み

環境教育推進事業

生活環境部環境室環境課

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○活動支援事業への補助
　・実施団体：5団体
 ○市民活動相談事業への補助
　・相談件数：50件
 ○セミナーの実施（２回）
   ・実施日：7/23（土）
   ・演題：「食と情報と健康
のまち”江別”
みんなで予防医療に取り組も
う」〔58名参加〕
   ・実施日：2/28（火）
   ・演題：「予防医療に関す
るセミナー」〔39名参加〕
 ○市民協働の啓発・周知
  ・コラボニュースの発行

市民を対象に、環境講座の開催、環境教材の配布、イベ
ントの開催などを通じ、江別の環境への理解を深め環境
保全に係る意識改革を促し、市民自らが環境保全に取り
組むための啓発活動を行う。

○えべつ環境広場推進事業
・参加者：約８００名
○えべつ市民環境講座開催事業（５回）
・私たちの暮らしと化学物質（４５名参加）
・河川を取りまく生態系（４２名参加）
・篠津の自然と北電総合研究所見学（３８名参加）
・家庭でできる節電術（３８名参加）
・自然エネルギーの可能性（３０名参加）
　　　　　　　　　　【合計参加者１９３名】
○買い物ゲーム
・ゴミ減量を学ぶ総合的な環境教育を１６小学校で実施
　　　　　　　　　　　　　　　　 【合計参加者８９２名】
○夏休み環境学校事業
・夏休みに環境について学び、環境保全に関する取り組みを進
めるため環境学校を開校（３８名参加）
○体験型環境学習事業
・「弁天丸」で学ぶ石狩川、自然エネルギーの実験など児童対
象に実施（２９名参加）
○出前ミニエコ講座
・子育て世代を対象に、家庭でできるエコ、省エネなど出前講
座を開催（２回）　　　【合計参加者２５名】

○えべつ環境広場推進事業
・環境月間の６月に合わせ環境広場を開催する。（６月下旬）
○えべつ市民環境講座開催事業（実施回数：５回開催予定）
○買い物ゲーム
・ゴミ減量を学ぶ総合的な環境教育を１７小学校で実施する。
○夏休み環境学校事業
・夏休みに環境について学び、環境保全に関する取り組みを進
めるため環境学校を開校する。
○体験型環境学習事業
・「弁天丸」で学ぶ石狩川、自然エネルギーの実験など児童対
象に実施する。
○出前ミニエコ講座
・子育て世代を対象に、家庭でできるエコ、省エネなど出前講
座を開催する。
○Eボート
・千歳川をEボートで体験し川の自然環境を学ぶ。
○うちエコ診断
・うちエコ診断員が専用の診断ツールを使ってCO2削減・省
エネの有効策を提案する。
○出前環境学校事業
・環境教育活動推進員を研修（１９名）
・小学校、商業施設、放課後児童会で出前講座を実施する。

4,684,000円

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 ○活動支援事業への補助
 ○市民活動相談事業への補助
 ○講座、講演会の実施
  ・実施回数：年３回程度
 ○市民協働の啓発・周知
  ・コラボニュースの発行

56565656
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８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

(3) 地域活動に男女が共同
で参画するための取り組み

(3) 地域活動に男女が共同
で参画するための取り組み

(3) 地域活動に男女が共同
で参画するための取り組み

ごみ排出抑制啓発事業 資源回収奨励事業 分別・資源化等啓発事業

 生活環境部環境室減量推進課  生活環境部環境室減量推進課  生活環境部環境室減量推進課

決算額(円) 475,408円   43,972,935 円  3,153,365 円

予算額(円) 370,000円 45,195,000円 2,374,000円

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 ごみの発生・排出を抑制し
 循環型社会の形成を図るた
 め、市民・事業者・行政が
 相互に協力し、ごみの減量
 化に向けた啓発や活動支援
 を行なう。

 再生資源（古紙類、ビン類
 金属類、鉄類、布類）回収
 を行っている自治会等を登
 録しこれら登録団体と資源
 回収業者に奨励金を交付す
 る。

 ごみ・資源物の分別、排出
 が正しく行なわれるように
 「分別の手引き」「収集日
 カレンダー」を作成し全世
 帯へ配布する。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

○ごみ排出抑制啓発の活動支援
＜活動内容＞
・使用済み割箸の回収
・マイバッグ持参運動とリサイ
クルの推進
・消費者フェアでの活動
・環境エコ講座：１回

 ○奨励金の交付
 ・実施団体：207団体
 ・資源回収業者：7社
 ・回収量：8,156,935kg

 ○ごみ・資源物の分別の手引
 き及びごみ収集日カレンダー
  ・全戸配布
 ○ごみコミえべつ
  ・全戸配布（1回/年）
  ・広報えべつ折込配布
                 （2回/年）

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

平成２３年度と同様に、ごみ排
出抑制啓発の活動を支援する。

 平成２３年度と同様に、実施
 団体と集団資源回収に、それ
 ぞれ定められた単価で奨励金
 を支払う予定。

 ○ごみ・資源物の収集日カレ
 ンダーを配布する。
 ○「ごみコミえべつ」を配布
 する。

57575757
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８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

８　男女の家庭生活と他の
活動との両立支援

９　男女共同参画の視点に
立った防災・災害復興体制
の整備

（３）地域活動に男女が共
同で参画するための取り組
み

(3) 地域活動に男女が共同
で参画するための取り組み

(1) 防災分野における女性
の参画の拡大

地域福祉活動支援事業 応急手当普及啓発事業 消防団運営費

健康福祉部福祉課 消防署救急課 消防本部庶務課

決算額(円) — 540,395円 29,239,154円

予算額(円) — 546,000円 25,653,000円

所 属

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

○愛のふれあい交流事業
・参加自治会数：９３自治会
・参加割合：５７．４％
○ボランティア
・登録者数：１，７１０人
・活動延べ人数：６，３７９
人

救命講習に応急手当普及員
として講習の指導を行う。

総派遣指導員　285名
うち女性　　　 186名
女性の割合　65.2％

総受講者数２，１４９名
うち女性　　　９８０名
女性の割合　４５.６％

○活動内容
・消防防災等の訓練
・災害活動
・防火啓発活動
・応急手当の普及指導

○入団資格
市内に居住又は勤務し、年
齢が18歳以上40歳以下
（女性は45歳以下）で心身
ともに健康な方

○消防団員数：１８１名
　（うち女性：１６名）

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

事業の概要
(目的、対象、手段等)

地域福祉活動を促進させる
ため、自治会・ボランティ
アに対して活動助成金やボ
ランティアの登録管理等を
行う社会福祉協議会を支援
する。

応急手当普及啓発（救命講
習）に普及員として、女性
消防団員と消防業務員の協
力を得る。

会社員や自営業、主婦な
ど、他に自らの仕事を持ち
ながら「自分たちのまちは
自分たちで守る」という郷
土愛護の精神に基づき地域
の安全と安心を守る、消防
団の運営を行う。

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

○愛のふれあい交流事業
・参加自治会数：
　　１００自治会程度見込
○ボランティア
・登録者数：
　　H23年度と同程度

救命講習において、応急手
当普及員として講習の指導
を行う。

○活動内容
・消防防災等の訓練
・災害活動
・防火啓発活動
・応急手当の普及指導

○入団資格
市内に居住又は勤務し、年
齢が18歳以上40歳以下
（女性は45歳以下）で心身
ともに健康な方

○消防団員数：１８８名
　（うち女性：１９名）

58585858
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暮らせる環境づくり

Ⅳ　総合的な取組に向けた
推進体制等の整備・強化

９　男女共同参画の視点に
立った防災・災害復興体制
の整備

９　男女共同参画の視点に
立った防災・災害復興体制
の整備

１０　男女共同参画基本計
画の進捗状況の公表と計画
の見直し

(2) 男女共同参画の視点を
取り入れた防災・災害復興
体制の整備

(2) 男女共同参画の視点を
取り入れた防災・災害復興
体制の整備

(1) 男女共同参画基本計画
の進捗状況の公表

地域防災力向上支援事業 地域防災力向上支援事業
 男女共同参画基本計画の進
捗状況公表

総務部総務課参事
（危機対策・防災担当）

総務部総務課参事
（危機対策・防災担当）

企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

決算額(円) 300,000円 300,000円 —

予算額(円) 300,000円 300,000円 —

【避難所運営訓練】
９月２３日に大麻体育館を会
場に避難所運営訓練を実施。
参加者約３００名
（女性１００名、男性２００
名）

【宿泊型避難所運営訓練】
９月３０日～１０月１日にか
けて宿泊型の避難所運営訓練
を実施。
炊き出し訓練などを含め、避
難所の生活について地域住民
に体験を実施。
参加者約１５０名
（女性６０名、男性９０名）

２回程度開催予定。

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 男女共同参画基本計画の年
度ごとの進捗状況について
「江別市男女共同参画審議
会」における審議を経て、
広報誌やホームページで市
民に公表する。

 防災意識の高揚を図るた
め、消防関係機関及び地域
住民参加型の総合防災訓練
を実施する。

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○年次報告書（Ｈ22年度
版）の公表
 ・庁内各課の所管する事業を
調査・把握するとともに、そ
の進捗状況を「江別市男女共
同参画審議会」に報告し、審
議、意見を諮った。
 ・議会所管委員会へ報告後、
広報誌（3月号）とホームぺー
ジに掲載した。

１０月１６日に上江別小学校
を会場に防災訓練を実施。
自治会、学校生徒、保護者な
どを主体とした地域住民も参
加した訓練を実施した。
参加者約３５０名
（女性１３０名、男性２２０
名）

市民を対象とした避難所運
営訓練を実施し、災害から
身を守るための知識習得と
災害に対する意識づけを行
なう。

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 ○年次報告書（Ｈ23年度
版）の公表
 ・庁内各課の所管する事業を
調査・把握するとともに、そ
の進捗状況を「江別市男女共
同参画審議会」に報告し、審
議、意見を諮る。
 ・基本計画の進捗状況につい
ての公表版を作成し広報及び
ホームページを通じ広く市民
に周知する。

野幌地区において開催予定。

59595959



Ⅳ　総合的な取組に向けた
推進体制等の整備・強化

Ⅳ　総合的な取組に向けた
推進体制等の整備・強化

Ⅳ　総合的な取組に向けた
推進体制等の整備・強化

１０　男女共同参画基本計
画の進捗状況の公表と計画
の見直し

１１　庁内推進体制の充実
と強化

１１　庁内推進体制の充実
と強化

(2) 男女共同参画の進捗状
況の適切な評価方法につい
ての検討

(1) 庁内推進体制の機能強
化

(1) 庁内推進体制の機能強
化

 男女共同参画審議会及び男
女共同参画推進本部の開催

 男女共同参画推進体制強化
 男女共同参画推進本部の開
催【再掲】

企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

総務部職員課
企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

決算額(円) 147,640円 — —

予算額(円) 200,000 円 — —

 男女共同参画担当部署の継
 続配置により、全庁的な協
 力体制と総合調整機能を強
 化する。

 ○男女共同参画担当主査を継
　 続配置（１名）

 ○男女共同参画担当主査を継
    続配置（併任2名）

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

実　施
内　容

 ○男女共同参画審議会
 ・開催回数：2回
 ○男女共同参画推進本部会議
 ・開催回数：1回

 ○男女共同参画推進本部会議
 ・開催回数：1回

基 本 目 標

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 ○男女共同参画審議会の開催
 ○男女共同参画推進本部会議
 の開催

  ○男女共同参画推進本部会議
の開催

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 男女共同参画審議会及び男
女共同参画推進本部におい
て男女共同参画の進捗状況
を検証し、適切な評価方法
について協議・検討を行な
う。

 庁内に市長を本部長とする
「男女共同参画推進本部」
を設置し、男女共同参画社
会の実現に係る施策の総合
的かつ効果的な推進につい
て協議・検討を行う。

Ｈ23年度
実　　 績

60606060



Ⅳ　総合的な取組に向けた
推進体制等の整備・強化

Ⅳ　総合的な取組に向けた
推進体制等の整備・強化

Ⅳ　総合的な取組に向けた
推進体制等の整備・強化

１１　庁内推進体制の充実
と強化

１２　審議会の設置
１３　男女共同参画に関す
る調査研究の推進

(2) 職員を対象とした研
修・意識啓発の強化

(1) 審議会の設置
(1) 男女共同参画に関する
調査研究の推進

各種休暇制度の取得促進
 男女共同参画審議会の開催
【再掲】

 男女共同参画に関する調査
及び研究

総務部職員課
企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

決算額(円) — 147,640円 42,840円

予算額(円) — 200,000円 43,000円

 ○男女共同参画審議会の開催  ○男女共同参画に関する調査
 研究
 男女共同参画に関する意識調
 査の実施に向けて国や道、先
 進的な取組を行なっている市
 町村などの動向を適宜調査す
 る。
 ○情報誌の購入

 男女共同参画審議会を設置
し、各施策の実施状況につ
いて審議し、意見を諮る。
また、計画を効果的に推進
するための方向性や適切な
評価方法などの検討・協議
を行なう。

 男女共同参画の推進に関す
る施策の実施に必要な調査
及び研究を行なう。

実　施
内　容

 ○新規採用職員研修で休暇
    制度等を説明。
 ○育児休業対象者へのQ＆A
    を配布、説明。
 ○各種休暇制度の職員周知。
 ○職員向けの子育て支援ガイ
    ドの作成、配布。

基 本 目 標

基 本 方 向

 ○男女共同参画審議会
 ・開催回数：2回
 ・審議内容
 （8/23）
   ①委嘱状の交付
   ②審議会の役割とスケ
ジュールの確認
  （12/6）
   ①江別市男女共同参画基本
計画の推進状況（平成２２年
度の施策実施状況）について
   ②平成２４年度重点項目に
ついて

 ○男女共同参画に関する調査
研究
 男女共同参画に関する意識調
査の実施に向けて国や道、先
進的な取組を行なっている市
町村などの動向を適宜調査し
 た。
 ○情報誌の購入
 情報収集のため、月刊誌「女
性情報」を購入した。

 ○新規採用職員研修での休暇
    制度等の説明。
 ○育児休業対象者へのQ＆A
    の配布、説明。
 ○各種休暇制度の職員周知。
 ○職員向けの子育て支援ガイ
   ドの作成、配布。
 ○１か月以内の育休について
　期末手当を減額しない制度
　に規則改正を行う。
　（国公準拠）

施 策

事 業 名

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

所 属

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

事業の概要
(目的、対象、手段等)

 育児休業制度等の各種休暇
 制度を周知し、職員が働き
 やすい職場づくりを推進を
 図る。

Ｈ23年度
実　　 績

61616161



Ⅳ　総合的な取組に向けた
推進体制等の整備・強化

１４　地域から男女共同参
画に取り組む推進体制づく
りの促進

(1) 男女共同参画に関する
市民活動を促進するための
支援強化

 男女共同参画関係団体との
連携・支援

企画政策部政策調整課
（男女共同参画担当）

決算額(円) 223,680円

予算額(円) 140,000円

Ｈ24年度
計　　 画

計　画
内　容

 ○「日本女性会議」への市民
 研修員派遣
 ・開催地：宮城県仙台市
 ・開催日程：10/26～27
 ・派遣人数：2名（予定）
 ○関係団体との連携・支援

 男女共同参画に関する活動
をしている団体を支援し、
指導者の育成と地域に向け
た情報発信や団体相互の交
流の促進を行なう。
 〔対象団体〕
 江別市男女共同参画推進連
絡協議会（会員：19団体、
15個人）

Ｈ23年度
実　　 績

実　施
内　容

 ○「日本女性会議2011松
江」への市民研修員派遣
 ・開催地：島根県松江市
 ・開催日程：10/14～15
 ・派遣人数：2名
 ・派遣報告：江別市男女共同
 参画推進連絡協議会「サポー
 ター養成講座」で発表。
  （市ＨＰへ掲載）
 ○関係団体との連携・支援
 ・江別市男女共同参画連絡協
 議会との連携による講演会等
 の開催。（2回）
 ・江別市男女共同参画連絡協
 議会の活性化に向けた人的支
 援。

基 本 方 向

施 策

事 業 名

所 属

事業の概要
(目的、対象、手段等)

施施施施 策策策策 関関関関 連連連連 実実実実 施施施施 事事事事 業業業業 報報報報 告告告告 書書書書

基 本 目 標

62626262


